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A 75-year-old male visited a clinic with the chief complaint of pollakiuria. A computed tomography

scan revealed, a left adrenal mass, and the patient was then referred to our hospital. Since a malignant

tumor could not be ruled out. We performed laparoscopic left adrenal resection. Postoperative

histopathological findings revealed the mass to be a bronchogenic cyst, which had no continuity with the

normal adrenal gland. The postoperative course was uneventful, and recurrence has not been observed.

Retroperitoneal bronchogenic cysts are rare and often difficult to diagnose preoperatively using imaging

studies.

(Hinyokika Kiyo 68 : 47-51, 2022 DOI : 10.14989/ActaUrolJap_68_2_47)
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緒 言

気管支原性囊胞は胎生期に気管支原基の一部が分離

し異所性組織に迷入することにより発生する．縦隔に

生じることが多いが，稀に後腹膜に発生する．後腹膜

気管支囊胞は，術前に副腎腫瘍との鑑別に苦慮するこ

とがある．今回，副腎腫瘍の術前診断のもと手術を施

行し，術後病理組織検査から後腹膜気管支囊胞と診断

された症例を経験したので報告する．

症 例

患 者 : 75歳，男性

主 訴 : なし

現病歴 : 頻尿を主訴に前医受診．スクリーニングの

CT 画像検査から，左副腎に径 5 cm の腫瘍が認めら

れたため，当院紹介受診となった．

既往歴 : 高血圧症

家族歴 : 特記事項なし

入院時現症 : 身長 160 cm，体重 52.7 kg，BMI 20.5

kg/m2) 腋下温 36.6°C，血圧 139/83 mmHg，脈拍 74

bpm，腹部 平坦・軟，圧痛点なし

血液生化学検査所見 : WBC 5.99×103/μl，RBC 502

×104/μl，Hb 15.0 g/dl，Hct 45.6％，PLT 220×103/

μl，Na 141 mmol/l，K 4. 1 mmol/l，Cl 105 mmol/l，

Ca 9. 5 mg/dl，BUN 16. 0 mg/dl，Cre 0. 63 mg/dl，

eGFR ≧90 ml/min/1.73 m2)，UA 4.5 mg/dl，AST 22

U/l，ALT 26 U/l，LD 142 U/l，γGT 21 U/l，ALP 192

U/l，CRP ≦0.1 mg/dl，血糖 103 mg/dl，ACTH 22.0

pg/ml，コルチゾール 14.7 μg/dl，DHEA-S 108 μg/dl，

ノルアドレナリン 0.98 pg/ml，アドレナリン 0.05

pg/ml，ドーパミン ＜0.02 pg/ml，CEA 2.4 ng/ml，

SCC 0. 6 ng/ml，SLX 31 U/ml，PRO-GRP 39. 4 pg/

ml，可溶性 IL-2R 427 U/ml，AFP 3. 1 ng/ml，HCG

≦1.0 mIU/ml，HCG-βsub unit ≦0.1 ng/ml．

画像所見 : 造影 CT 検査では左副腎に径 52 mm の

腫瘤を認めた．内部は造影効果を認めず比較的高吸収

であった．内部には点状高吸収，辺縁には石灰化が散

見された（Fig. 1a，b）．MRI 検査では内部は T1WI

で高信号を呈し，かつ脂肪成分を認めず（Fig. 2a），

T2WI で低信号を呈していた（Fig. 2b）．また，壁に

点在する石灰化を伴っていた．

臨床経過 : 上記血液検査および画像所見より臨床診

断は非機能性副腎腫瘍とし，悪性病変の可能性が否定

できないことから手術の方針とし，経腹的腹腔鏡下左

副腎摘除術を施行した．

右半側臥位に体位をとり，腹直筋左外縁・左肋骨弓
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Fig. 1. Computed tomography (CT). a. (Plain) : CT revealed a left adrenal gland mass (white arrow) 52 mm in
diameter showing internal uniform high absorbance with marginal calcification. b. (Contrast-enhanced) : No
enhancement was observed inside the mass (white arrow).
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Fig. 2. Magnetic resonance imaging (MRI). a. T1-weighted image (T1WI) : The mass presented with a strong signal
(white arrow). b. T2-weighted image (T2WI) : The mass presented with a weak signal (white arrow).
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Fig. 3. Macroscopic appearance. The mass was
diagnosed as a cystic lesion having a sec-
tioned smooth surface and was 30×15 mm
in size. It contained a dark-brown liquid
having a high coefficient of viscosity.

下の 2横指尾側にカメラポート，正中側に左手用，外

側に右手用，助手用ポート（いずれも 12 mm）を設

置し手術開始．脾臓を脱転し，膵尾部と副腎の間を剥

離したところ，後腹膜背側に腫瘤を認めた．左副腎と

ともに鈍的に剝離し，カメラポートを左側方向に 30

mm まで延長して摘出した（手術時間 2時間18分，出

血量 68 ml）．癒着は軽微で特記すべき術中合併症は

認めなかった．

摘出検体は，黄褐色のやや粘稠な膿汁様物質が充満

していることが確認できた（Fig. 3）．術後，合併症を

認めず経過し，術後 7日目に退院となった．

病理検査所見において摘出標本は正常気管支と同様

の組織のみで構成された嚢胞性病変が指摘され，正常

副腎との連続性は認められなかった（Fig. 4）．以上の

結果から気管支原性嚢胞の病理診断となった．また，

悪性所見は認めなかった．
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Fig. 4. Microscopic appearance. a. (Hematoxylin-
eosin (HE) stain 100×) : The cystic lumen
was lined with multiline ciliated columnar
epithelium (black arrow) and the vicinity
had a glandular system (white and black
arrow), cartilage tissue (white circle), and
smooth muscle of the bronchial gland (black
arrow) that resembled viscous liquid (black
circle). No malignant findings were noted.
b. (HE stain 100×) : Same as in a.

Table. Summary of 43 patients with a bronchogenic cyst found below the diaphragm

年齢 中央値 48.3歳（26-76歳）

性別 男性 21例，女性 22例

腫瘍径 中央値 67.1 mm（22-180 mm)

発生部位 右側 5例 左側 38例

内訳 膵頭部近傍 2例，膵頭部下背側 1例，上行結腸近
傍 1例，右横隔膜下 1例

左副腎近傍16例，左横隔膜下 8例，胃体部後面 7
例，左腎上方 2 例，左腎外側 1 例，左後腹膜 1
例，左横隔膜脚 1例，膵体部近傍 1例

術前診断
気管支原性嚢胞 2 例，後腹膜腫瘍15例，副腎腫瘍 4例，嚢胞性腫瘍 6例，副腎嚢胞 3例，悪性嚢胞性
後腹膜腫瘍 2例，膵嚢胞性腫瘍 2例，仮性膵嚢胞 1例，胃粘膜下腫瘍 1例，胃重複嚢胞1例，詳細不
明6例

手術方法・アプローチ 開腹腫瘍摘出術31例，腹腔鏡下腫瘍摘出術6例，腹腔鏡下左副腎摘出術 2例，開腹幽門輪温存膵頭十
二指腸切除術2例，後腹膜鏡下腫瘍摘出術 1例，開腹開窓ドレナージおよび大網充填術 1例

良悪性 良性 40例，悪性 3例

嚢胞穿刺 非施行 38例，施行 5例（うち 1例で悪性)

考 察

気管支原性嚢胞自体の発生頻度は全縦隔腫瘍の

4.4∼6.1％1,2)，うち嚢胞性腫瘍の55.4％と稀ではな

いものの，ほとんどが縦隔内や肺内に発生し，横隔膜

下に発生した報告は少ない3)．

胎生期における気管支の発生過程では，胎生 4週頃

に前腸腹側より肺芽が発生し，のちに胸膜腔を形成す

る心膜腹膜管に気管支芽をのばすことで気管支を形成

する．この時期に前腸より異常発芽・分離した結果，

気管支原性嚢胞を発生すると考えられている4)．

胎生 7週までに，胸膜腹膜腔は腹膜ヒダ・食道背側

間膜・横中隔が癒合し横隔膜が形成されることで，胸

膜腔と腹膜腔に分離される．胎生 4週以前に発生すれ

ば縦隔内， 4週以降に発生すれば肺内に存在する．横

隔膜下に発生するためには，横隔膜が形成される胎生

7週頃までに異常肺芽が発芽・分離し，かつ心膜腹膜

管を通り横隔膜下に迷入していることが条件とな

る5)．

病理学的な特徴としては発生を同じくする気管支壁

に類似しており，嚢胞壁は平滑筋・気管支腺・軟骨組

織を含み，嚢胞壁内腔を線毛円柱上皮が裏打ちしてい

る2)．線毛円柱上皮・平滑筋・気管支腺・軟骨がすべ

てそろっている症例は少なく，大畑らの肺・縦隔気管

支囊腫の集計によれば，全体の21.5％のみである2)．

本邦で検索しえた横隔膜下に生じた気管支原性囊胞

の症例は42例あり，自験例を含めた43例を検討した

（Table）．平均年齢は48.3歳，性別は男性21例，女性

22例と性差はなく，囊胞の大きさは平均 66.7 mm

（22∼180 mm）であった．発生部位は左副腎近傍16例

（自験例含む），左横隔膜下 8例，胃体部後面 7例，左

腎上方 2例，左腎外側 1例，左後腹膜 1例，左横隔膜

脚 1例，膵体部近傍 1例と，本症例と同様に左側に発

生することが多い．右側発生例は，膵頭部近傍 2

例17,22)，膵頭部下背側 1例9)，上行結腸近傍 1例10)，

右横隔膜下 1例24)の計 5例のみであった．左側に発

生することが多い理由としては，○1肝原基の存在によ

り右側への迷入が妨げられる，○2食道背側間膜に迷入

した肺芽が食道の成長に従い尾側へ移動する，○3右側

大動脈消失による血液供給の減少などが推察されてい

る6)．
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後腹膜気管支囊胞では CT・MRI 所見が診断の一助

となる場合がある．典型例としては，CT で辺縁平

滑，境界明瞭な腫瘤として認められ，MRI では囊胞

性疾患として T1 強調像で low intensity，T2 強調像で

high intensity を示す7)．しかし，CT では囊胞内容の

高 Ca 濃度，高蛋白濃度，出血，高粘稠性，炎症など

により様々な CT 値となり，MRI でも同様の理由で

典型的所見となる症例ばかりではないため，充実性腫

瘍との鑑別は困難となることがある8)．一般的に頻度

が非常に少ないために鑑別に挙がらないことも多く，

術前診断は困難であるといえる．また，これら画像検

査において腫瘤は副腎や膵臓と接していることがあ

り，自験例のように副腎腫瘤や20)，あるいは膵臓よ

り発生した腫瘤として手術に臨んだ症例も報告されて

いる9)．43例中で術前に気管支原性嚢胞と診断できて

いたのは 2例のみであった．

手術方法は，2003年までは開腹による方法が主流で

あったが，以降は自験例を含め10例の体腔鏡手術が行

われ，うち10例は経腹膜到達法8,13~16,18~20)， 1 例は

後腹膜到達法21)が行われている．実際に体腔鏡手術

を行った症例の腫瘍径は Ishikawa ら21)の後腹膜鏡下

腫瘍摘出術の症例で 92 mm，腹腔鏡下では自験例の

52 mm が最大であったが，いずれの症例でも術中に

大きなイベントの発生は報告されていない．周囲への

進展が明らかではなく，上記の腫瘍径以下の症例であ

れば，術後早期の社会復帰や整容のために施設による

習熟度に応じて腹腔鏡手術を考慮してもよいと考え

る．

術前の確定診断のために嚢胞穿刺を行った例が43例

中 5例あったが11,12,20,23,25)，いずれも確定診断には

至っておらず，また 3例の術後病理組織的所見で悪性

所見を含む症例10~12)を認めており，播種や腹膜炎，

出血のリスクを考えると嚢胞穿刺は推奨できない12)．

本症例では，画像検査で内部点状石灰化および壁の

石灰化を伴う充実性成分が指摘され，成熟奇形腫や悪

性腫瘍が否定しえなかった．播種のリスクを考慮して

嚢胞穿刺は回避した．術後早期の社会復帰と整容の問

題も考慮し，経腹アプローチでの腹腔鏡下副腎腫瘍摘

除術を施行した．

結 語

当初，左副腎腫瘍として治療した結果，後腹膜気管

支原性嚢胞との確定診断に至った症例を経験した．今

後さらなる症例の蓄積が必要ではあるが，術前診断で

本症例が鑑別に挙げられ，かつ対側副腎に何らかの問

題があるような場合，正常副腎の温存を考慮してもよ

いものと考えられる．
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